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なく、「平和があるように」と言ってくださった。

そう言って、主イエスは、御自分の手とზໜとを

見せてくださった。霊ではなく、ࡖ想ではなく、

現実のこととして、主イエスは一度確かに死んだ

が、しかし死のໟから逆転して、復活したことを

示された。それを前にした子たちは、「主を見

て喜んだ（20:20）」復活の主に出会うということ

は、私たちの不安と恐れの真ん中を突き破るよう

にして湧き上がってくる喜びに出会うことであ

る。復活の主との出会いは、不安と恐れと、死の

悲嘆のまさにై中にある。

2� ᐥɁ͇˫ȾаᚐȬɞ์ᤗ

　そのあと主イエスは重ねて言葉を連ねられる。

20節には、「父がわたしをお遣わしになったよう

に、わたしもあなたがたを遣わす」という言葉が

あるが、これが、22節の「聖霊を受けなさい」

という言葉の前にあることについては、一考の価

値がある。それは、聖霊による命の息吹と力の付

与に先立って、遣わすという派遣の言葉が語られ

ているということである。必要な力は、主に派遣

されて歩み出す中で与えられるものであり、そこ

では主の召しを受けて、主の子として歩み出す、

行動を起こすということが先行する。これは、自

分の足元を見て、自分の非力を嘆き、それゆえに

一歩൩み出せず、行動することをためらうような

私たちへの励ましでありチャレンジである。
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　そして、この19節から23節までのひとかたま

りの御言葉において、最も強い語気をもって、命

令形で語られている唯一の言葉が、22節の「聖

霊を受けなさい」と主イエスが言われた時の、「受

けよ」という動詞である。これは、英語で言えば

receiwe であって、het ではない。私たちが聖霊

を受け止めよという意味の言葉である。さらに主

イエスはその言葉を、子たちに息を吹きかけな
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　イースターに際して、キリストの復活が何をも

たらすものなのかを捉えたい。それはひと言で言

えば、大いなる逆転であり、それは復活された主

イエス・キリストとの出会いを通してもたらされ

る。何に対する逆転なのか、復活とは文字通り死

に対する逆転である。

1� যؔȻঃɟ

20:11	マリアは༢の外に立って泣いていた。泣き

ながら身をかがめて༢の中を見ると、

　主イエスが十字架に架かって殺されてしまっ

た、その死別の悲しみに加えて、༢の中にあるは

ずの主イエスの遺体さえ失われてしまうという悲

ࠠが起きた。そこでマリアは、涙にくれている。

死と、ி失と、悲しみの涙。これが全ての人の人

生の末路であり、この時点でマリアは、主イエス

の生涯さえもその結末から自由ではなかったとい

う事実を突き付けられ、そこで絶望する以外にな

いという、これも、この世界に残された全ての人

が味わうべき悲嘆に、彼女は暮れていた。このマ

リアの悲嘆と、子たちの、意気消ೆし、恐れて

֯れ家に引きᢌる様は、行している。

20:19	その日、すなわち週の初めの日のတ方、

子たちはξダヤ人を恐れて、自分たちのい

る家の戸にࡎをかけていた。そこへ、イエ

スが来て真ん中に立ち、「あなたがたに平

和があるように」と言われた。

　子たちは主イエスの十字架の際、自分たちも

༛ってしまうのではないかという恐れの中で逃げ

去り、ξダヤ人当ޫ者たちを恐れて、ࡎをかけて

家にじこもっていた。しかし、これでもう終わ

りだと思っていたところに、逆転が訪れる。その

時、主イエスは、その子たちが֯れていたアジ

トの真ん中に現れて、「よくもၔ切ったな」では
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がら言われた。私たちに求められていることは、

その主イエスからの息吹の真下に立って、その息

吹をဵび、吸い込み、受けることである。そして

そのことが、復活された主イエスにより強く命令

されているのは、私たちの命がこの主イエスの息

吹としての聖霊を受けるか๛かで決定的に左右さ

れるからである。

　そしてこの22節の御言葉は、創世記2章7節を

自ずと想起させる。

創世記2:7　主なる神は、土（アダマ）ので人（ア

ダム）を形づくり、その鼻に命の息を吹き

入れられた。

　この命の息を主なる神から吹き入れられたこと

によって、人間は生きる者とされた。そして復活

の主イエスは再び、この心௫のࡻ動からなる命を

超えた復活の命の息吹を、ご自身からの聖霊を受

けることを通して、私たちに与えてくださる。

　この神さまから来る命の息吹の対極に位置して

いると言えるのが、イザヤ書の2章22節に表現さ

れているような、自分からは命の息吹を生み出せ

ない、この点について無力な人間であると、黙想

的に関連付けることは許されることだと考える。
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　23節には、聖霊の付与による復活の命に至る

ための、不可欠なプロセスとしての罪の赦しが語

られ、また罪の赦しの権威が、聖霊の付与と共に

子たちに委ుされている。創世記1～3章の文

ྤを見れば明らかであるように、罪は死をもたら

すものであり、その罪の問題の解決なしには、死

の解決はない。そして罪の問題の解決は、赦しに

よって起こる。復活の命は、この罪の赦しと不可

分である。

　さらに、聖霊を受ける子たちに対して、ここ

で罪を赦す権威が委ねられている。それは子た

ちに与えられる聖霊なる神が、子たちの赦しの

業を通して働いてくださることによって現実化す

ることであるが、聖霊と共にもたらされる復活の

命は、具体的には、主イエスに連なる平和の使者

たちとして遣わされる子たちを介して、人びと

へと伝していくのである。

�� ᜓข

　復活された主イエスが与えてくださる、新しい

命の息吹としての聖霊を受けることによって、死

と༢ࠪが私たちの生涯の最後の言葉ではなくな

り、そこにあった涙がわれ、恐怖におびえてい

た子たちは、その真ん中に現れてくださった主

イエスによって平和を得、この後の聖書個所では

トマスに信仰が与えられた。その復活の命の息吹

である聖霊によってもたらされる解決を、ヨハネ

による福音書は、自らの総گのようなかたちで、

20章31節にまとめている。

20:31	これらのことが書かれたのは、あなたがた

が、イエスは神の子メシアであると信じる

ためであり、また、信じてイエスの名によ

り命を受けるためである。

	 	 （吉岡契典）
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　今朝はイースターです。イースターとは、主イ

エスが死から復活されたことを記念する日です。

このイースターの日の朝、11節に見られるよう

に、マリアは泣いていました。༢ࠪの中にあるは

ずの主イエスの遺体がなかったからです。

　主イエスが死んでしまって、その遺体さえ、ど

こかに持ち去られてしまった。マリアにとって、

生きているべき方が死んでしまった。もう取り戻

すことのできない主イエスとの日々を思い、もう

これからどうしていったら良いのかわからず、彼

女は悲しみ、泣いていました。この失望は、主イ

エスが十字架に架かられた時、ちり̼りになって

逃げて行った子たちにとっても同じことでし

た。

　私たちにとって、死は終わりであり、それを前

にして、私たちは無力で、༢の前に立って泣くこ

としかできない。悲しく、ভがゆいですけれども、

これが現実でした。

　けれども、私たちは今日ここで、信じられない

ような聖書の語りかけを聞きます。主イエスの生

涯が書かれている福音書では、主イエスの死が最

後のページにある事柄ではないのです。主イエス

という方は、死を前にして、何もできない方では

ありませんでした。

　泣いていたマリアが後ろを振り向くと、死んで

༢の中にいるはずのキリストが立っておられまし

た。そして「婦人よ、なぜ泣いているのか」（15節）

と声をڥけてくださいました。

　さらに主イエスは、そのイースターの日のတ方、

今度は子たちの前にも現れてくださいました。

子たちは主イエスの十字架の際、自分たちも༛

まってしまうのではないかという恐れの中で逃げ

去り、ξダヤ人当ޫ者たちを恐れて、ࡎをかけて

家にじこもっていました。けれども主イエスは、

その子たちが֯れていたアジトの真ん中に現れ

て、「よくもၔ切ったな」ではなく、「平和がある

ように」と言ってくださいました。そう言ってく

ださった復活の主イエスのその存在自体から、

子たちは恐れによって失っていた平和を取り戻

し、力づけられました。

　そして、この場面で特に֣象的なのが、この後

半の22，23節の言葉です。主イエスは子たちに、

その息を吹きかけながら、「聖霊を受けなさい」

と語られました。この言葉は命令形で記されてい

て、この部分の主イエスの言葉の中で、とくに強

されている言葉です。けれども、息を吹きかけ

ると聞くと、かつて同じような聖書の言葉があっ

たのを思い出さないでしょうか？	そうです。創

世記の人間の創造の場面です。主なる神は、土の

で人を形づくり、「その鼻に命の息を吹き入れ

られた。人はこうして生きる者となった」と創世

記2章に記されています。主イエスはちょうどそ

れと同じようなことをされるのです。主イエスは

子たちに息を吹きかけて、聖霊を受けなさいと

言われました。そしてこれは明らかに、創世記で

神さまが土の人間に命の息を吹き込まれたあの場

面の再現です。

　人間が、それによって生きるようになったあの

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　イースターに際して、死を超えて復活された主イエスを覚え、その復活の主との新しい出会いを得た

い。私たちはイースターに際して、命と力の源である、神さまからの命の息吹（この文ྤでは聖霊なる

神と同一視されている）を、教会の礼拝において吹き入れられるというビジοンを共有したい。

命の息吹に生かされる

	 3月27日	 復活祭・復活のキリスト	 説教展開例

	 テキスト	 ヨハネによる福音書	20章19～23節
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命の息が、復活された主イエスによって、「聖霊

を受けなさい」という言葉と共に、子たちに吹

き付けられました。私たちの心௫のࡻ動という命

を超えた、復活の生命力を宿した命の息を、子

たちは受けたのです。

　旧約聖書のイザヤ書の2章には、「人間に頼る

のを止めよ。鼻で息をしているだけの者に。どこ

に彼の値打ちがあるのか」という御言葉がありま

す。しょせん鼻で息をしているだけの人間は頼り

にならない。鼻で息をしているだけ、鼻呼吸だけ

しか知らない人間は、そのままでは、生きながら

に死んでいると、聖書は語るのです。本当の神さ

まから来る命の息吹を受けなければ、キリストの

十字架からくる命を受けなければ、人は、本当の

意味では生きられません。

　ある時、教会員の高Ⴂのおばあさんが突然仰向

けに倒れられて、呼吸が止まったということがあ

りました。目の前でそれを見た私は、必死に人工

呼吸を施しました。結果的には何とかかすかな息

が戻ってその場はしのげたのですけれども、それ

は私にとって、忘れられない恐怖の体験でした。

死が目の前に࣫一࣫と迫ってくる中で、いくら一

生懸命息を吹き込んでも、私の息では、呼吸を失っ

てしまった体は、本当にびくともしないのです。

生き返れと念じながら、一生懸命に息を送って、

心௫を押すのですけれども、私の息には、命は宿っ

ていないのです。私たちのこの命は、単純なॸ素

だとか二ॸ化ౢ素だとか、そういうものが支えて

いるのではないということが、経験的に分かりま

した。神さまが吹きかけてくださる命の息によっ

てこそ、人は生きる。そこから来るのではない息

には、私たちを元気に生かすだけの力はないとい

うことを、本当に実感させられた経験でした。

　そして聖書は、この神さまからの命の息吹を私

たちに与えるということこそを目的として書かれ

たのだということが、今日の御言葉のページの、

一番最後の20章31節にもはっきり記されていま

す。「これらのことが書かれたのは、あなたがたが、

イエスは神の子メシアであると信じるためであ

り、また、信じてイエスの名により命を受けるた

めである」。

　復活された主イエスは、日曜日に子たちの前

に現れて、「平和があるように」と言われ、さら

に子たちに息を吹きかけて、聖霊を受けなさい

と言ってくださいました。実は私たちが、日曜日

に教会に集まって、そこで神さまを、今やってい

るように礼拝する目的も、この聖霊に込められて

いる主イエスの命の息吹を受け取って、再び元気

に生き返るためなのです。教会とは、主イエスに

よって復活の命を吹き込まれた人たちの集まりで

す。そして、その教会で行われる礼拝こそが、私

たちが、この主イエスからの命の息吹をဵびる場

所です。

　༢の前で泣いていたマリアの、その涙は復活さ

れた主イエスとの出会いによって止められ、部屋

の中にじこもりޓえていた子たちは、復活さ

れた主イエスとの出会いによって、喜びました（20

節）。復活の命の息吹は、もちろん私たちの心௫

のࡻ動が止まってからも力を発ܞしますが、今生

きていて、今泣いていたり、今ޓえているような

今日の私たちを、今、支え励ましてくれる大きな

力でもあります。この主イエスから来る命の息吹

に、生かされ続けたいと思います。イースターに

復活された主イエス・キリストが、息を吹きかけ

ながら「聖霊を受けなさい」と命じられた命の息

吹を、今この礼拝で、正面から受け取り、自分の

中に吸い込みたい。ここから、新しい息吹を吸っ

て生かされたいと思います。	 （吉岡契典）

	Ȭ今週の暗唱聖߉ȭ	 ヨハネによる福音書	20章22節

「そう言ってから、彼らに息を吹きかけて言われた。『聖霊を受けなさい』」
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	 3月27日	 復活祭・復活のキリスト	 小学科下級

ʲʙʗ20�1��20ɥɛɒɑȪɚșǿ

1/ でしたちはなぜあつまって、いえにかぎをかけていたのですか？何がこわかったのでしょうか？

2/ でしたちはイエスさまがふっかつすることをしんじていましたか？

3/ でしたちのまん中にあらわれたイエスさまは何と言いましたか？

4/ イエスさまの手やわきばらのきずをを見てでしたちの気もちはどうかわりましたか？

ʲʙʗ20�21～23ɥɛɒɑȪɚșǿ

5/ イエスさまをつかわした父とは、だれのことですか？

6/ イエスさまにつかわされたでしたちにあたえられた力は、何でしたか？

7/ わたしたちも、イエスさまによってつかわされていますか？
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ʲʙʗ20�1��20ɥᝣɒɑȪɚșǿ

1/ 子たちは何を恐れていたのですか？

2/ 子たちはイエスさまが復活されることを信じていたでしょうか？

3/ イエスさまは子たちの真ん中にあらわれて、どんな言葉をかけられましたか？

4/ イエスさまの手とზໜのੱを見て、子たちの態度はどう変化しましたか？

ʲʙʗ20�21～23ɥᝣɒɑȪɚșǿ

5/ イエスさまはどのような権威によって子たちを遣わされたのですか？

6/ イエスさまに遣わされた子たちに与えられた力は何ですか？

7/ 子たちはどんな働きに遣わされていくのでしょうか？それは、あなたにも関係がありますか？

	 3月27日	 復活祭・復活のキリスト	 中学科


